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 日常生活における SDGs に関連した実践 
 

１．「誰一人取り残さない」社会にむけて、今現在、日常生活で実践している事柄 

 現在、日常で実践している事項（問７） 

日常で実践している事項にみると、「ごみのポイ捨てをしない」の割合が 93.9％で最も高く、次いで「エコバッグ持参

（海洋プラスティックゴミの削減）」（82.0％）、「電気をつけっぱなしにしない」（78.5％）と続く。 

地域別にみると、「通勤時など公共交通機関の利用を心がけている」の割合は那覇市（19.2％）で最も高い。 

年代別にみると、「安全に暮らせる地域のため自治会に入っている」の割合が 70 代（48.3％）で最も高い。 

性別にみると、「エコバッグの持参（海洋プラスティックゴミの削減）」の割合が女性（92.3％）で、男性より 24 ポイ

ント高くなっている。 

従業上の地位別にみると、「人間ドックなど定期的な健康診断」は雇用者－正規の職員・従業員（69.4％）で最

も高い。 

世帯年収別にみると、「パワーハラスメントやドメスティックバイオレンス（ＤＶ）などに気をつける」の割合が 500 万円

以上 700 万円未満（56.9％）で最も高い。 

 日常で実践している事項（回答が多い順） 

 

93.9

82.0

78.5

65.6

57.4

46.7

42.3

23.9

18.6

11.3

10.3

9.2

8.4

7.1

6.8

4.4

3.4

2.6

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみのポイ捨てをしない

エコバッグの持参（海洋プラスティックゴミの削減）

電気をつけっぱなしにしない

シャワー、食器洗い、顔や手を洗う時など、水をこまめに止める

人間ドックなど定期的な健康診断

リサイクルへの取組や実践をおこなっている

パワーハラスメントやドメスティックバイオレンス(DV)などに気をつける

安全に暮らせる地域のため自治会に入っている

模合などで連帯し、新しい活動を行っている

平和を次世代につなげていくための体験などの継承

悩みを抱えている職場での相談や紹介先を教える

フェアトレード商品や認証のある食品を購入

通勤時など公共交通機関の利用を心がけている

読み終わった本等の学校やNPO団体などへの寄付

子ども食堂や孤食になっている子ども達の支援

新しいテクノロジーなどのノウハウを教えたり発信する

SNSで嫌がらせを見つけたら、行政等の機関に通報する

その他

無回答
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 日常で実践している事項［地域別］［年代別］［性別］ 
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北部 6.8 6.8 54.8 2.7 43.8 60.3 79.5 12.3 2.7 4.1

中部 10.4 8.1 56.9 8.1 39.1 63.0 77.4 10.1 5.7 3.0

那覇市 9.9 5.3 59.6 5.3 45.0 67.5 82.1 9.9 4.0 2.6

南部 8.6 5.3 60.3 8.6 46.4 69.5 74.2 10.6 2.6 4.6

宮古 3.8 7.5 48.8 6.3 41.3 73.8 87.5 5.0 3.8 -

八重山 10.3 8.8 55.9 10.3 38.2 64.7 77.9 14.7 7.4 5.9

１０代 8.5 2.8 9.9 5.6 11.3 63.4 81.7 2.8 1.4 2.8

２０代 4.3 7.3 36.6 3.7 39.0 59.1 70.7 4.3 4.9 6.1

３０代 6.8 3.8 40.9 6.0 44.3 54.9 74.0 11.1 6.0 3.4

４０代 9.5 5.4 74.1 8.8 50.7 63.3 73.1 11.6 4.1 6.5

５０代 10.2 5.8 69.3 6.5 49.5 75.4 87.7 14.3 5.8 2.0

６０代 13.0 12.7 61.9 7.0 37.5 67.3 78.4 10.2 3.8 1.0

７０代 8.3 5.0 65.0 12.5 35.8 74.2 86.7 9.2 1.7 1.7

男性 4.2 7.1 52.2 2.5 45.0 55.9 74.4 9.2 6.7 3.7

女性 13.1 6.6 61.4 10.6 40.2 73.0 81.6 11.2 2.7 3.1
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北部 30.1 38.4 4.1 82.2 93.2 16.4 26.0 - -

中部 27.9 50.8 6.7 79.5 93.6 10.8 16.5 3.7 1.3

那覇市 12.6 45.7 19.2 86.1 96.0 9.9 14.6 3.3 -

南部 25.8 45.7 5.3 82.8 93.4 10.6 20.5 0.7 2.0

宮古 13.8 36.3 1.3 82.5 93.8 7.5 22.5 2.5 -

八重山 29.4 50.0 5.9 80.9 91.2 19.1 25.0 4.4 2.9

１０代 8.5 31.0 14.1 59.2 98.6 1.4 2.8 - -

２０代 3.7 29.3 9.8 66.5 92.7 9.1 9.1 - -

３０代 11.5 34.9 7.7 79.1 94.0 8.9 6.8 0.9 1.3

４０代 20.7 52.4 7.5 87.4 93.5 9.2 13.6 2.7 -

５０代 24.6 53.2 9.6 85.7 95.6 11.3 19.8 4.4 0.7

６０代 40.3 52.4 7.9 87.3 91.7 16.2 34.0 2.5 2.9

７０代 48.3 58.3 5.0 85.8 95.0 17.5 32.5 6.7 1.7

男性 23.6 41.0 6.5 68.3 91.3 9.8 21.0 1.6 1.4

女性 24.2 51.1 9.8 92.3 95.9 12.5 16.7 3.4 0.8

（％）

地

域

別

年

代

別

性

別
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 日常で実践している事項［従業上の地位別］［世帯年収別］ 
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雇用者－役員 10.7 21.4 50.0 1.8 55.4 78.6 83.9 26.8 10.7 1.8

雇用者－正規の職員・従業員 6.9 5.2 69.4 6.9 49.0 57.7 74.3 11.8 6.3 3.1

雇用者－非正規の職員・従業員 7.9 9.2 62.5 9.5 43.4 66.8 78.9 14.1 2.0 4.6

自営業者 12.2 8.7 46.1 6.1 45.2 71.3 80.9 10.4 7.8 2.6

家族従業者 6.7 6.7 50.0 6.7 23.3 83.3 86.7 16.7 3.3 3.3

学生 4.4 4.4 14.4 6.7 22.2 68.9 77.8 - 1.1 2.2

無職 14.5 5.1 49.5 6.3 33.8 71.3 82.5 4.2 1.8 3.6

300万円未満 8.2 7.1 48.5 6.5 31.9 65.7 78.0 4.7 1.9 3.9

300万円以上500万円未満 6.4 8.8 63.1 8.2 44.1 67.8 80.9 11.1 5.4 1.3

500万円以上700万円未満 9.3 3.7 63.4 7.4 56.9 63.9 76.9 14.4 11.1 2.3

700万円以上1000万円未満 14.5 8.1 67.7 7.5 48.9 68.8 78.5 17.2 2.7 4.8

1000万円以上 16.3 9.3 64.0 7.0 53.5 60.5 79.1 20.9 5.8 5.8
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雇用者－役員 28.6 57.1 - 83.9 100.0 19.6 32.1 5.4 -

雇用者－正規の職員・従業員 20.4 47.2 8.5 79.2 94.0 10.1 15.2 3.3 0.5

雇用者－非正規の職員・従業員 25.3 41.1 10.2 88.2 92.4 12.5 17.4 1.6 1.6

自営業者 24.3 46.1 7.0 77.4 92.2 17.4 30.4 2.6 -

家族従業者 16.7 46.7 10.0 93.3 100.0 3.3 16.7 - -

学生 6.7 33.3 13.3 58.9 96.7 3.3 4.4 - -

無職 32.0 53.2 7.3 86.7 93.1 11.5 23.0 3.0 2.4

300万円未満 22.6 47.4 9.5 80.8 92.2 10.3 20.7 2.4 2.6

300万円以上500万円未満 25.0 49.5 10.1 87.1 94.1 13.1 21.6 2.3 0.5

500万円以上700万円未満 29.2 49.1 4.6 80.1 98.1 10.2 18.1 3.7 -

700万円以上1000万円未満 30.6 48.9 10.2 78.5 94.1 12.9 19.9 1.6 -

1000万円以上 19.8 48.8 3.5 81.4 97.7 16.3 14.0 4.7 -
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上

の
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２．「誰一人取り残さない」社会にむけて、今後（も）日常生活で実践したい事柄 

 今後(も)、日常で実践したい事項（問８） 

今後も、日常で実践したい事項にみると、「ごみのポイ捨てをしない」の割合が（87.4％）で最も高く、次いで「エコバ

ッグ持参（海洋プラスティックゴミの削減）」（85.6％）、「電気をつけっぱなしにしない」（83.2％）となっている。 

地域別にみると、「通勤時など公共交通機関の利用を心がける」の割合は那覇市（31.8％）で最も高い。 

年代別にみると、「安全に暮らせる地域のため自治会に入る」の割合は 70 代（39.0％）で最も高い。 

性別にみると、女性の「リサイクルへの取り組や実践をおこなう」（71.8％）、「読み終わった本等の学校や NPO 団

体などへの寄付」（39.6％）が男性の回答と比較すると実践意向が高い。 

従業上の地位別にみると、「悩みを抱えている職場での相談や紹介先を教える」は雇用者－役員（39.3％）で最

も高い。 

世帯年収別にみると、「悩みを抱えている職場での相談や紹介先を教える」の割合が 700 万円以上 1000 万円未満

（34.9％）で最も高い。 

 

  今後(も)、日常で実践したい事項[全体] 

 

  

87.4

85.6

83.2

79.6

64.9
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51.1

32.6

31.3

30.9

29.2

28.8

26.1

22.1

20.0

15.2

11.6

2.0

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ごみのポイ捨てをしない

エコバッグの持参（海洋プラスティックゴミの削減）

電気をつけっぱなしにしない

シャワー、食器洗い、顔や手を洗う時など、水をこまめに止める

リサイクルへの取組や実践をおこなう

人間ドックなど定期的な健康診断

パワーハラスメントやドメスティックバイオレンス(DV)などに気をつける

読み終わった本等の学校やNPO団体などへの寄付

フェアトレード商品や認証のある食品を購入

安全に暮らせる地域のため自治会に入る

子ども食堂や孤食になっている子ども達の支援

平和を次世代につなげていくための体験などの継承

模合などで連帯し、新しい活動を行う

悩みを抱えている職場での相談や紹介先を教える

通勤時など公共交通機関の利用を心がける

SNSで嫌がらせを見つけたら、行政等の機関に通報する

新しいテクノロジーなどのノウハウを教えたり発信する

その他

無回答
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  今後(も)、日常で実践したい事項［地域別］［年代別］［性別］ 
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北部 32.9 30.1 60.3 32.9 56.2 83.6 87.7 24.7 13.7 20.5

中部 36.0 32.0 63.0 37.0 50.8 79.1 83.5 21.9 14.1 14.8

那覇市 26.5 27.2 58.9 28.5 51.0 81.5 84.8 22.5 7.9 11.3

南部 27.2 25.8 67.5 29.1 50.3 78.1 80.1 23.2 9.9 16.6

宮古 25.0 30.0 53.8 31.3 52.5 76.3 75.0 11.3 7.5 17.5

八重山 33.8 26.5 66.2 27.9 44.1 77.9 88.2 25.0 13.2 16.2

１０代 33.8 16.9 25.4 23.9 31.0 78.9 78.9 11.3 11.3 33.8

２０代 21.3 23.2 47.6 32.3 50.6 79.9 81.7 18.3 13.4 18.9

３０代 30.2 34.0 51.5 40.0 48.9 76.6 78.7 22.1 13.6 17.9

４０代 34.4 27.6 72.4 36.4 59.9 79.9 81.0 26.2 15.3 18.4

５０代 33.8 31.7 68.6 35.5 57.7 77.8 81.2 29.7 11.9 15.0

６０代 33.0 32.4 67.9 26.0 49.2 82.2 88.3 19.0 8.6 8.9

７０代 27.5 25.0 72.5 24.2 35.0 82.5 94.2 13.3 3.3 3.3

男性 22.7 25.5 53.6 23.3 52.2 71.1 78.6 18.3 12.1 13.7

女性 37.9 32.1 69.2 39.6 50.2 86.1 86.8 25.0 11.2 16.4

（％）
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無
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答

北部 41.1 64.4 16.4 90.4 89.0 43.8 35.6 - -

中部 34.7 68.0 20.5 85.5 87.5 27.6 22.6 3.4 2.4

那覇市 15.9 62.3 31.8 86.1 88.7 21.2 21.9 1.3 -

南部 35.1 64.9 13.9 84.1 86.1 31.8 30.5 0.7 2.6

宮古 22.5 55.0 7.5 80.0 82.5 26.3 31.3 - 3.8

八重山 33.8 61.8 13.2 86.8 88.2 29.4 30.9 5.9 4.4

１０代 19.7 49.3 35.2 69.0 83.1 19.7 7.0 2.8 -

２０代 17.7 51.2 26.2 83.5 84.8 22.0 25.0 - -

３０代 17.4 61.3 15.3 82.1 82.1 31.5 15.7 - 2.1

４０代 28.2 67.3 17.3 86.7 88.4 26.5 23.1 1.7 1.7

５０代 29.7 71.7 20.1 85.0 86.7 32.1 28.0 3.4 3.8

６０代 44.4 68.3 23.2 90.8 90.2 32.4 36.8 2.2 1.9

７０代 55.8 68.3 10.0 90.0 95.8 25.8 34.2 5.0 0.8

男性 27.6 55.7 19.1 78.1 83.7 23.1 25.5 1.7 3.1

女性 33.4 71.8 20.8 91.3 90.2 33.0 26.7 2.2 0.9

（％）

地

域

別

年

代

別

性

別
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  今後(も)、日常で実践したい事項［従業上の地位別］［世帯年収別］ 
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雇用者－役員 28.6 33.9 60.7 33.9 46.4 73.2 78.6 39.3 14.3 17.9

雇用者－正規の職員・従業員 31.8 30.0 69.8 33.8 55.9 77.0 80.8 28.4 14.3 14.8

雇用者－非正規の職員・従業員 29.9 32.2 64.5 38.8 54.3 80.3 81.9 26.0 11.2 13.2

自営業者 37.4 35.7 54.8 33.9 51.3 79.1 84.3 13.9 14.8 21.7

家族従業者 30.0 20.0 60.0 20.0 33.3 80.0 93.3 16.7 3.3 6.7

学生 33.3 22.2 35.6 27.8 40.0 81.1 81.1 13.3 13.3 30.0

無職 29.6 24.8 58.3 26.6 45.0 84.3 88.5 10.6 6.0 11.8

300万円未満 26.9 27.2 59.3 28.9 44.8 81.5 86.4 15.9 8.8 14.2

300万円以上500万円未満 34.8 33.8 64.9 36.1 50.5 80.2 85.1 20.4 12.6 13.4

500万円以上700万円未満 30.1 31.9 66.2 33.8 63.0 73.6 75.5 31.0 13.9 16.7

700万円以上1000万円未満 36.6 34.4 71.5 39.8 54.3 81.2 80.6 34.9 14.0 12.4

1000万円以上 39.5 27.9 59.3 37.2 61.6 77.9 84.9 25.6 11.6 20.9
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雇用者－役員 23.2 80.4 12.5 89.3 89.3 42.9 30.4 7.1 8.9

雇用者－正規の職員・従業員 26.8 64.9 22.6 83.4 87.5 29.3 23.5 2.0 0.9

雇用者－非正規の職員・従業員 33.9 65.1 19.1 87.5 85.2 34.5 30.3 1.3 2.0

自営業者 32.2 67.0 20.0 87.0 89.6 25.2 33.0 - 3.5

家族従業者 20.0 60.0 10.0 86.7 86.7 23.3 16.7 - 6.7

学生 18.9 55.6 32.2 72.2 81.1 22.2 12.2 2.2 -

無職 39.0 65.0 15.7 89.4 89.4 24.2 28.7 2.7 1.8

300万円未満 29.5 63.1 20.0 85.1 84.5 28.4 25.6 1.9 2.4

300万円以上500万円未満 32.5 70.4 18.3 89.4 91.2 32.5 29.1 1.8 1.0

500万円以上700万円未満 35.2 63.9 16.2 80.6 83.3 29.6 26.9 1.4 1.9

700万円以上1000万円未満 34.4 69.9 24.7 86.0 90.3 25.3 29.0 3.2 1.1

1000万円以上 31.4 75.6 17.4 89.5 89.5 30.2 22.1 2.3 7.0

従

業

上

の
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位

世

帯

年
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（％）
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 「誰一人取り残さない」社会にむけた取組意向 
 

１．社会生活、文化、伝統、環境など維持/改善または推進させていくための取組意向 

 県民の活動や取組の意向（問９） 

「誰一人取り残さない」県民の活動や取組意向については、「どちらかと言えばある」の割合が（53.0％）で最も高い、

次いで「意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的な理由で難しい」（19.4％）、大いにある（14.1％）と続く。 

地域別にみると、「取組み意向有」の割合は北部（74.0％）が最も高く、次いで中部（70.0％）、南部

（67.5％）となっている。 

年代別にみると、「取組み意向有」の割合は 10 代（80.3％）が最も高く、次いで 20 代（79.9％）、40 代

（76.5％）となっている。「大いにある」は 10 代（23.9％）が最も高く、次いで 40 代・70 代とも（16.7％）、50

代（13.7％）となっている。 

性別にみると、男女とも「取組み意向有」の割合が 6 割強で高いが、男性より女性でやや高い。 

従業上の地位別にみると、「取組み意向有」の割合は学生（84.4％）で最も高く、「大いにある」は雇用者-役員

（23.2％）で最も高い。 

世帯年収別にみると、「意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的な理由で難しい」は 300 万円未満

（34.7％）で最も高い。 

 

 

  「誰一人取り残さない」県民の活動や取組意向［全体］ 

 

 

  

14.1 53.0 10.1 1.1 19.4 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

大いにある
どちらかと言えばある
どちらかと言えばない
まったく意向はない
意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい
無回答

取組み

意向有

取組み

意向無

67.1 11.1
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  「誰一人取り残さない」県民の取組意向［地域別］ 

 

 

  

19.2
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16.6

12.6

13.8

22.1

54.8

58.6

43.7

55.0

47.5

39.7

4.1

9.4

13.9

10.6

13.8

4.4

1.4

1.0

1.3

1.3

0.0

0.0

17.8

17.2

23.8

17.9

20.0

29.4

2.7

2.4

0.7

2.6

5.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北部

中部

那覇市

南部

宮古

八重山

大いにある

どちらかと言えばある

どちらかと言えばない

まったく意向はない

意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい

無回答
取組み

意向有

取組み

意向無

74.0 5.5

70.0 10.4

60.3 15.2

67.5 11.9

61.3 13.8

61.8 4.4
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  「誰一人取り残さない」県民の取組意向［年代別］ 

 

  「誰一人取り残さない」県民の取組意向［性別］ 

 

23.9

12.8

11.1

16.7

13.7

11.7

16.7

56.3

67.1

60.0

59.9

56.3

40.3

26.7

7.0

10.4

15.3

9.2

7.2

11.4

6.7

0.0

1.2

0.9

1.4

0.7

1.3

1.7

12.7

8.5

11.9

12.2

20.5

29.2

42.5

0.0

0.0

0.9

0.7

1.7

6.0

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

大いにある

どちらかと言えばある

どちらかと言えばない

まったく意向はない

意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい

無回答

取組み

意向有

取組み

意向無

80.3 7.0

79.9 11.6

71.1 16.2

76.5 10.5

70.0 7.8

52.1 12.7

43.3 8.3

13.4

14.6

52.2

53.7

12.3

8.4

1.6

0.7

18.3

20.3

2.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

大いにある

どちらかと言えばある

どちらかと言えばない

まったく意向はない

意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい

無回答
取組み

意向有

取組み

意向無

65.5 13.8

68.3 9.1
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 「誰一人取り残さない」県民の取組意向［従業上の地位別］ 

 

 

 

 

 

  

23.2

13.9

12.2

13.9

13.3

21.1

12.7

53.6

64.9

51.3

42.6

33.3

63.3

38.1

10.7

10.7

12.2

7.0

13.3

4.4

8.5

0.0

0.4

1.3

1.7

0.0

0.0

2.4

12.5

8.9

21.1

33.0

40.0

11.1

32.3

0.0

1.3

2.0

1.7

0.0

0.0

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雇用者－役員

雇用者－正規の

職員・従業員

雇用者－非正規

の職員・従業員

自営業者

家族従業者

学生

無職

大いにある

どちらかと言えばある

どちらかと言えばない

まったく意向はない

意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい

無回答
取組み

意向有

取組み

意向無

76.8 10.7

78.8 11.0

63.5 13.5

56.5 8.7

46.7 13.3

84.4 4.4

50.8 10.9
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 「誰一人取り残さない」県民の取組意向［世帯年収別］ 
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13.1

15.3

16.7

23.3

39.2

59.0

62.5

67.2

59.3

9.9

9.5

9.7

5.4

11.6

1.7

0.0

0.9

0.0

0.0

34.7

16.8

9.7

9.1

5.8

3.7

1.5

1.9

1.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300 万円未満

300 万円以上

500 万円未満

500 万円以上

700 万円未満

700 万円以上

1000万円未満

1000万円以上

大いにある

どちらかと言えばある

どちらかと言えばない

まったく意向はない

意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい

無回答
取組み

意向有

取組み

意向無

50.0 11.6

72.2 9.5

77.8 10.6

83.9 5.4

82.6 11.6
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 沖縄らしい SDGｓの推進に向けた自由回答 
 

１．自由回答からみた県民の意見 

 17 目標別の県民の意見（問 10） 

 沖縄らしい SDGs の推進に向けた県民の意見を件数ごとにカウントし、17 目標に分類した。 

全体の意見について、「貧困をなくそう」（12.6％）、「質の高い教育をみんなに」（11.2％）が多い意見となる。 

また、17 目標にあてはまらない「その他」の割合は 30.5％と高くなっている。 

地域別にみると、「貧困をなくそう」の割合は「中部」（15.5％）で最も高く、次いで「宮古」（12.2％）、「南部」

（11.8％）となっている。「質の高い教育をみんなに」の割合は「北部」（21.6％）で最も高く、次いで「那覇市」

（12.5％）、「宮古」（12.2％）となっている。 

年代別にみると、「海の豊かさを守ろう」と「平和と公正を全てのひとに」の割合は 10 代（17.9％）が最も高い。 

性別にみると、「貧困をなくそう」の割合は女性（15.3％）が男性（8.8％）より 6.5 ポイント高い。 

従業上の地位別にみると、「つくる責任・つかう責任」の割合は家族従業者が 57.1％で最も高い。 

世帯年収別にみると、「貧困をなくそう」の割合は 1000 万円以上（29.6％）で最も高く、次いで 500 万円以上

700 万円未満（15.4％）、300 万円以上 500 万円未満（14.6％）となっている。 

  17 目標別の県民の意向［全体］ 

 

12.6

3.4

4.4

11.2

2.3

0.6

4.4

5.5

0.6

2.9

9.1

2.7

2.5

9.9

6.9

7.2

4.4

30.5

0% 10% 20% 30% 40%

［目標①］貧困をなくそう

［目標②］飢餓をゼロに

［目標③］すべての人に健康と福祉を

［目標④］質の高い教育をみんなに

［目標⑤］ジェンダー平等を実現しよう

［目標⑥］安全な水とトイレを世界中に

［目標⑦］エネルギーをみんなにそしてクリーンに

［目標⑧］働きがいも経済成長も

［目標⑨］産業と技術革新の基盤をつくろう

［目標⑩］人や国の不平等をなくそう

［目標⑪］住み続けられるまちづくりを

［目標⑫］つくる責任・つかう責任

［目標⑬］気候変動に具体的な対策を

［目標⑭］海の豊かさを守ろう

［目標⑮］陸の豊かさも守ろう

［目標⑯］平和と公正を全てのひとに

［目標⑰］パートナーシップで目標を達成しよう

その他
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 17 目標別の県民の意向［地域別］［年代別］［性別］ 

 

 

①
貧
困
を
な
く
そ
う

②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

③
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を

④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に

⑤
ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
実

現
し
よ
う

⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を

世
界
中
に

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な

に
そ
し
て
ク
リ
ー

ン
に

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長

も ⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基

盤
を
つ
く
ろ
う

北部 10.8 2.7 2.7 21.6 - 2.7 8.1 13.5 -

中部 15.5 2.8 2.8 8.8 2.8 0.6 1.7 5.0 0.6

那覇市 9.1 5.7 5.7 12.5 - - 8.0 4.5 -

南部 11.8 2.2 7.5 11.8 4.3 - 3.2 3.2 -

宮古 12.2 2.4 4.9 12.2 - - 12.2 7.3 4.9

八重山 11.4 5.7 2.9 5.7 5.7 2.9 - 5.7 -

１０代 3.6 - - 14.3 3.6 - 7.1 7.1 -

２０代 6.9 - - 10.3 3.4 - 6.9 6.9 3.4

３０代 12.2 4.1 1.4 9.5 1.4 - - 6.8 -

４０代 15.7 4.6 7.4 13.9 2.8 0.9 4.6 7.4 -

５０代 17.4 4.3 6.5 12.0 - - 5.4 4.3 -

６０代 7.1 3.6 7.1 8.3 4.8 2.4 4.8 2.4 1.2

７０代 22.6 3.2 - 9.7 - - 3.2 3.2 -

男性 8.8 3.1 6.2 10.8 2.1 0.5 3.1 6.7 0.5

女性 15.3 3.6 3.2 11.4 2.5 0.7 5.3 4.6 0.7

（％）

地

域

別

年

代

別

性

別

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な

く
そ
う

⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を

⑫
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う

責
任

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を

⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

⑯
平
和
と
公
正
を
全
て
の

ひ
と
に

⑰
パ
ー

ト
ナ
ー

シ

ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う

そ
の
他

北部 - 2.7 2.7 2.7 13.5 5.4 5.4 5.4 24.3

中部 2.2 7.2 2.2 2.2 9.9 6.6 8.8 3.3 37.0

那覇市 3.4 5.7 3.4 2.3 8.0 2.3 10.2 2.3 36.4

南部 3.2 11.8 3.2 4.3 9.7 8.6 5.4 7.5 24.7

宮古 4.9 17.1 - 2.4 12.2 14.6 - 7.3 17.1

八重山 5.7 17.1 5.7 - 8.6 8.6 5.7 2.9 20.0

１０代 7.1 7.1 - - 17.9 10.7 17.9 - 17.9

２０代 1.7 6.9 - 3.4 3.4 6.9 6.9 3.4 37.9

３０代 5.4 8.1 1.4 2.7 8.1 2.7 6.8 2.7 41.9

４０代 3.7 11.1 2.8 0.9 10.2 3.7 5.6 1.9 25.0

５０代 3.3 5.4 5.4 2.2 9.8 4.3 6.5 4.3 33.7

６０代 - 9.5 3.6 6.0 13.1 14.3 4.8 10.7 23.8

７０代 - 19.4 3.2 - 9.7 12.9 12.9 6.5 29.0

男性 2.6 9.8 1.5 2.1 11.3 7.7 6.2 4.1 35.1

女性 3.2 8.5 3.6 2.8 8.9 6.4 7.8 4.6 27.4

（％）

地

域

別

年

代

別

性

別
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 17 目標別の県民の意向［従業上の地位別］［世帯年収別］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

①
貧
困
を
な
く
そ
う

②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

③
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を

④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に

⑤
ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
実

現
し
よ
う

⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を

世
界
中
に

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
み
ん
な

に
そ
し
て
ク
リ
ー

ン
に

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長

も ⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基

盤
を
つ
く
ろ
う

雇用者－役員 9.1 4.5 - 13.6 9.1 4.5 4.5 - 4.5

雇用者－正規の職員・従業員 12.4 3.4 7.3 10.7 0.6 0.6 5.1 6.2 0.6

雇用者－非正規の職員・従業員 11.5 3.8 2.9 12.5 2.9 1.0 3.8 4.8 1.0

自営業者 18.2 6.1 3.0 15.2 3.0 - - 9.1 -

家族従業者 - - - - - - - 14.3 -

学生 3.1 - - 15.6 3.1 - 6.3 6.3 -

無職 17.3 3.1 3.1 8.2 3.1 - 4.1 4.1 -

300万円未満 9.4 3.1 2.3 7.8 2.3 - 4.7 7.8 1.6

300万円以上500万円未満 14.6 3.6 4.4 8.8 1.5 0.7 2.2 5.8 -

500万円以上700万円未満 15.4 5.1 5.1 20.5 - 1.3 7.7 7.7 1.3

700万円以上1000万円未満 13.1 - 6.6 13.1 4.9 - 1.6 - -

1000万円以上 29.6 7.4 7.4 22.2 7.4 3.7 3.7 7.4 -

世

帯

年

収

（％）

従

業

上

の

地

位

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な

く
そ
う

⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を

⑫
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う

責
任

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を

⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

⑯
平
和
と
公
正
を
全
て
の

ひ
と
に

⑰
パ
ー

ト
ナ
ー

シ

ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う

そ
の
他

雇用者－役員 - 18.2 - 4.5 - 9.1 - 9.1 31.8

雇用者－正規の職員・従業員 4.5 9.0 1.1 2.3 10.7 5.6 6.8 4.0 29.9

雇用者－非正規の職員・従業員 1.9 8.7 2.9 2.9 9.6 2.9 5.8 6.7 33.7

自営業者 - 3.0 9.1 - 9.1 6.1 12.1 - 36.4

家族従業者 14.3 - 57.1 - - - 14.3 - 14.3

学生 6.3 12.5 - - 12.5 9.4 12.5 - 21.9

無職 1.0 9.2 1.0 4.1 11.2 13.3 7.1 5.1 29.6

300万円未満 0.8 6.3 3.1 - 13.3 11.7 7.8 5.5 30.5

300万円以上500万円未満 2.9 10.9 5.1 5.8 4.4 5.1 8.8 3.6 32.1

500万円以上700万円未満 3.8 9.0 2.6 2.6 9.0 6.4 9.0 2.6 26.9

700万円以上1000万円未満 3.3 14.8 - 1.6 9.8 3.3 3.3 8.2 27.9

1000万円以上 7.4 - - - 3.7 - - 3.7 33.3

世

帯

年

収

（％）

従

業

上

の

地

位
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２．テキストマイニングによる共起ネットワーク 

 自由回答からみる県民の SDGs(持続可能な開発目標)に係る共起ネットワーク 

自由回答から回答者が SDGs について、どのような事柄を想起し関連づけ考えているか等、テキストマイニングの共

起ネットワーク手法を用いて分析した。共起ネットワーク図とは、テキストデータ内において出現頻度の高い語のうち、出

現パターンの類似した語、すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネットワーク図である。色別に共起関係があるも

のが線でつながっており、出現回数の多い語ほど大きい円で表示している。 

【特長となるポイント】 

１．「沖縄」「子ども」「SDGs」の語彙の出現数が多い。「沖縄」が起点となって共起ネットワークができている。 

２．「沖縄」からの共起は、観光、経済、産業、環境、ゴミなど沖縄のリーディング産業の共起が認められる。 

伝統、文化と地域、活動、参加が共起しており「沖縄」における伝統文化等の注視も認められる。 

３．「子ども」からの共起は、貧困、支援、家庭、教育、学校の共起が認められ、県民の注視している課題が浮かび

上がっている。 

４．「SDGs」からの共起は、持続可能、開発、理解、認知など SDGs(持続可能な開発目標)の目的や内容の周知が課

題となっている。 

 テキストマイニングによる共起ネットワーク図 

※本テキストマイニングは、自由回答に含まれる語句を形態素解析により分解、抽出し、それらの出現頻度、出現類似度などから文章の分析を行う。語と語

のつながり関係、段落または文における語の出現パターンの類似性をもとに、文章中におけるそれらの語のつながり関係をネットワーク図として可視化したもの

である。【参考：福井,阿部「異なる文体における共起ネットワーク図の図的解釈」 図学研究 第 47 巻 4 号（通巻 141 号）,2013】
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 年代別と地域別ターゲティング分析 

 SDGs の認知度・理解度と取組意向による特長及びターゲティング層 

 SDGs の認知度、理解度及び取組意向の結果を基準に、年代別及び地域別の分析を行った。 

 【ポイントとなる特長】 

１．10 代は全体的に認知・理解・取組意向が高く、学校等で ESD(持続可能な開発のための教育)・環境教育

の着実な実施を推進している等、教育を通した認知や意識向上が結果としてあらわれている。 

２．全体の傾向では、「認知度」(22.7％が高スコア)、「理解度」(17.1％が高スコア)、「取組意向度」(67.1％

が高スコア)である。「認知度」が 22.7％に対して「理解度」が 17.1％と低く、SDGs の取組内容や目的の周

知が課題である。なお、「取組意向度」が 67.1％と高く、SDGs への理解が進むことで、行動力につながること

が期待できる。 

３．地域別で高い割合は、八重山の「認知度」、その他離島の「理解度」、北部の「取組意向度」である。本島で

は、那覇市の「認知度」「取組意向度」が最下位となり、中核都市への訴求が必要である。 

図表Ⅱ－5－1 SDGs に関する認知度・理解度・取組意向度 [年代・地域別]  

  【認知度】    【理解度】   【取組意向度】 

 
 

  

22.7 31.6 45.0 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高 中 低 無回答

22.7

42.3
28.0

20.4
25.2

21.8
18.4

15.0

20.5
23.9

19.9
22.5

20.0
32.4

25.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

全  体

年代別
１０代
２０代
３０代
４０代
５０代
６０代
７０代

本島地域別
北部
中部

那覇市
南部

離島地域別
宮古

八重山
その他離島

 

2.6 14.5 47.3 28.7 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第３者に説明できる程度に十分目的を理解し、説明ができる

全部ではないが目的や目標について簡単な説明ができる

なんとなく分かるが、説明まではできない

まったく内容や目的等がわからないので説明は難しい

無回答

17.1

23.0
16.5

13.6
23.4

16.7
17.2

6.3

12.2
16.3
17.1

19.8

15.9
22.5

25.0

0% 10% 20% 30%

 

 

 

全  体

年代別
１０代
２０代
３０代
４０代
５０代
６０代
７０代

本島地域別
北部
中部

那覇市
南部

離島地域別
宮古

八重山
その他離島

14.1 53.0 10.1

1.1

19.4 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大いにある

どちらかと言えばある

どちらかと言えばない

まったく意向はない

意向はあるが、取組みや活動は経済的、身体的などの理由で難しい

無回答

67.1

80.3
79.9

71.1
76.5

70.0
52.1

43.3

74.0
70.0

60.3
67.5

61.3
61.8

68.2

0% 50% 100%

 

 

 

全  体

年代別
１０代
２０代
３０代
４０代
５０代
６０代
７０代

本島地域別
北部
中部

那覇市
南部

離島地域別
宮古

八重山
その他離島

※注釈：「認知度」について、問１～問 3 の選択肢「はい」を選んだら 3 点を加重し、「なんとなく聞いた（見た）ことがある」を選んだら 2 点を加重し、「いいえ」

を選んだら1点を加重した。3問を合計し、７～９点を得点した者は認知度「高」、4～６点を得点した者は認知度「中」、１～３点を得点した者は認知度

「低」と区分する。「理解度」について、問 5 の選択肢「第３者に説明できる程度に十分目的を理解し、説明ができる」と「全部ではないが目的や目標について

簡単な説明できる」を合わせた結果である。「取組意向度」について、問 9 の選択肢「大いにある」と「どちらかと言えばある」を合わせた結果である。 

※その他離島：北部地域に含まれる（伊江村、伊平屋村、伊是名村）、南部地域に含まれる（渡嘉敷村、座間味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、

北大東村、久米島町）離島である。 
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 【ポイントとなる特長】 

１．ターゲットの観点から年代別の特長を整理すると、10 代は既に学校等で SDGs に関する目的や取組等につい

て学習をしているため認知度等が高い傾向である。今後のリーダーとして中心的な年代と位置づけられ、市町

村と学校や民間など産官学の取組等が期待される。 

２．開拓ターゲットとして、30 代は「認知度」「理解度」が低いが、実践したい取組の「今現在」と比較して「今後」の

意向の割合が高い。家族形成時期にあるため未来の子どもの社会環境の観点から SDGs について積極的な

目的の理解や取組の事例等の広報が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年代別 

「その他」（主に学校から）26.9％ 

「テレビ、新聞、ラジオなどメディア」 17.3％ 

「友人や知人」 15.4％ 

10代 メインターゲット 

1. SDGs の認知度、理解度、取組意向度 

「認知度」 42.3％ 年代別 1 位 

「理解度」 23.0％ 年代別 2 位 

「取組意向度」 80.3％ 年代別 1 位 

2. SDGs に関する情報入手の手段 

3. 今現在実践している事柄と 

今後（も）実践したい事柄 

「SNS で嫌がらせを見つけたら、行政等の機関に通報する」 

現在 2.8％⇒今後 33.8％(31.0 ㌽ UP) 

「フェアトレード商品や認証のある食品を購入」 

現在 8.5％⇒今後 33.8％(25.3 ㌽ UP) 

「通勤時など公共交通機関の利用を心がける」 

現在 14.1％⇒今後 35.2％（21.1 ㌽ UP) 

開拓ターゲット 30代 

1. SDGs の認知度、理解度、取組意向度 

「認知度」 20.4％ 年代別 5 位、平均値以下 

「理解度」 13.6％ 年代別 6 位、平均値以下 

「取組意向度」 71.1％ 年代別 4 位 

2. SDGs に関する情報入手の手段 

「テレビ、新聞、ラジオなどメディア」 44.7％ 

「インターネットのニュースや、ブログなど」 24.3％ 

「各市町村の広報誌や庁舎内の掲示板など」20.4％ 

3. 今現在実践している事柄と 

今後（も）実践したい事柄 

「読み終わった本等の学校や NPO 団体などへの寄付」 

現在 6.0％⇒今後 40.0％(34.0 ㌽ UP) 

「子ども食堂や孤食になっている子ども達の支援」 

現在 3.8％⇒今後 34.0％(30.2 ㌽ UP) 

「リサイクルへの取組や実践をおこなう」 

現在 34.9％⇒今後 61.3％（26.4 ㌽ UP) 

認知度低い 理解度低い 

取組意向高い 今後（も） 
読み終わった
本等の学校や
NPO 団体など
への寄付 

今後（も） 
リサイクルへの
取組や実践
をおこなう 

今後（も） 
子ども食堂や孤食
になっている子ども
達の支援 

理解度高い 
認知度高い 

取組意向高い 

今後（も） 
SNSで嫌がらせ
を見つけたら、
行政等の機関
に通報する 

今後（も） 
フェアトレード商品
や認証のある食品
を購入 

今後（も） 
通勤時など公
共交通機関
の利用を心が
ける 
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 【ポイントとなる特長】 

１．メインターゲットとした「中部」の地域は、「認知度」「取組意向度」が高く、本島において「現在実践している事柄」

が高い回答が多い。なお「理解度」がやや低いが、全体的に高いスコアにつき、今後も継続して理解を深め、取

組に結び付ける実行可能な訴求が重要である。 

２．開拓ターゲットとして、「北部」は「取組意向度」が最も高い。「認知度」「理解度」は低いが、「今後の実践した

い事柄」への意向も高くなっており、SDGsの目指す「目標12つくる責任 つかう責任」「目標16平和と公正を

すべての人に」「目標 11 住み続けられるまちづくりを」など多岐にわたっている。世界自然遺産登録に向け理解

を促すことで、取組の可能性が見込める地域である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「テレビ、新聞、ラジオなどメディア」 52.1％ 

「インターネットのニュースや、ブログなど」 23.0％ 

「各市町村の広報誌や庁舎内の掲示板など」 15.2％ 

中部 メインターゲット 

1. SDGs の認知度、理解度、取組意向度 

「認知度」 22.5％ 本島地域別 1 位 

「理解度」 16.3％ 本島地域別 3 位、平均値以下 

「取組意向度」 70.0％ 本島地域別 2 位 

2. SDGs に関する情報入手の手段 

3. 今現在実践している事柄と 

今後（も）実践したい事柄 

「読み終わった本等の学校や NPO 団体などへの寄付」 

現在 7.1％⇒今後 37.0％(28.9 ㌽ UP) 

「フェアトレード商品や認証のある食品を購入」 

現在 10.4％⇒今後 36.0％(25.6 ㌽ UP) 

「子ども食堂や孤食になっている子ども達の支援」 

現在 8.1％⇒今後 32.0％（23.9 ㌽ UP) 

開拓ターゲット 北部 

1. SDGs の認知度、理解度、取組意向度 

「認知度」 20.5％ 本島地域別 3 位、平均値以下 

「理解度」 12.2％ 本島地域別 4 位、平均値以下 

「取組意向度」 74.0％ 本島地域別 1 位 

2. SDGs に関する情報入手の手段 

「テレビ、新聞、ラジオなどメディア」 53.7％ 

「インターネットのニュースや、ブログなど」 17.1％ 

「各市町村の広報誌や庁舎内の掲示板など」12.2％ 

3. 今現在実践している事柄と 

今後（も）実践したい事柄 

「読み終わった本等の学校や NPO 団体などへの寄付」 

現在 2.7％⇒今後 32.9％(30.2 ㌽ UP) 

「平和を次世代につなげていくための体験などの継承」 

現在 16.4％⇒今後 43.8％(27.4 ㌽ UP) 

「フェアトレード商品や認証のある食品を購入」 

現在 6.8％⇒今後 32.9％（26.1 ㌽ UP) 

本島地域別 

今後（も） 
フェアトレード商品
や認証のある食品
を購入 

理解度低い 

今後（も） 
平和を次世代
につなげていくた
めの体験などの
継承 

認知度高い 

取組意向高い 

今後（も） 
読み終わった
本等の学校や
NPO 団体な
どへの寄付 

理解度低い 

今後（も） 
フェアトレード商品
や認証のある食品
を購入 

認知度低い 

取組意向高い 

今後（も） 
読み終わった
本等の学校や
NPO 団体な
どへの寄付 

今後（も） 
子ども食堂や孤
食になっている
子ども達の支援 
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【ポイントとなる特長】 

１．離島では、人口規模が多い「八重山」と「宮古島」での比較をみると、「八重山」の「認知度」が最も高く、「理解

度」も高い割合である。なお、「取組意向度」は「宮古島」とほぼ同じ割合であるが、既にSDGsの知識を有して

いる割合が多い点から、取組に向けた実践的な提言が必要である。 

２．開拓ターゲットとして、「宮古島」は離島における比較では「認知度」「理解度」「取組意向度」が全て低い。情

報入手の手段の「各市町村の広報誌や庁舎内の掲示板など」が比較的高いことから、自治体発信の広報も

有効である。「現在、実践している事項」では「水をこまめに止める」割合が高く、離島における課題が日常生活

に浸透しているため、日常生活に相関性がある事項の訴求が効果的と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「テレビ、新聞、ラジオなどメディア」 55.0％ 

「インターネットのニュースや、ブログなど」 22.5％ 

「職場や仕事の関係者」 15.2％ 

八重山 メインターゲット 

1. SDGs の認知度、理解度、取組意向度 

「認知度」 32.4％  

「理解度」 22.5％  

「取組意向度」 61.8％  

2. SDGs に関する情報入手の手段 

3. 今現在実践している事柄と 

今後（も）実践したい事柄 

「フェアトレード商品や認証のある食品を購入」 

現在 10.3％⇒今後 33.8％(23.5 ㌽ UP) 

「子ども食堂や孤食になっている子ども達の支援」 

現在 8.8％⇒今後 26.5％（17.7 ㌽ UP) 

「読み終わった本等の学校や NPO 団体などへの寄付」 

現在 10.3％⇒今後 27.9％(17.6 ㌽ UP) 

 

開拓ターゲット 宮古島 

1. SDGs の認知度、理解度、取組意向度 

「認知度」 20.0％ 

「理解度」 15.9％  

「取組意向度」 61.3％  

2. SDGs に関する情報入手の手段 

「テレビ、新聞、ラジオなどメディア」 45.5％ 

「各市町村の広報誌や庁舎内の掲示板など」18.2％ 

「インターネットのニュースや、ブログなど」 13.6％ 

3. 今現在実践している事柄と 

今後（も）実践したい事柄 

「子ども食堂や孤食になっている子ども達の支援」 

現在 7.5％⇒今後 30.0％(22.5 ㌽ UP) 

「フェアトレード商品や認証のある食品を購入」 

現在 3.8％⇒今後 25.0％(21.2 ㌽ UP) 

「平和を次世代につなげていくための体験などの継承」 

現在 7.5％⇒今後 26.3％（18.8 ㌽ UP) 

離島地域別 

理解度低い 認知度低い 

取組意向

低い 

今後（も） 
平和を次世代
につなげていく
ための体験など
の継承 

今後（も） 
フェアトレード商品
や認証のある食品
を購入 

今後（も） 
子ども食堂や
孤食になって
いる子ども達
の支援 

理解度高い 
認知度高い 

今後（も） 
子ども食堂や
孤食になって
いる子ども達
の支援 

今後（も） 
読み終わった本等の
学校や NPO 団体な
どへの寄付 

取組意向

低い 

今後（も） 
通勤時など公
共交通機関
の利用を心が
ける 
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１．調査票及び集計結果 
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２．回答者への補助資料  



Ⅲ 資料編 

 

65 



 

 

  



 

67 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs に係る沖縄県民認知度調査報告書  （令和 2 年 8 月調査） 

 

発  行  令和３年１月 

委託者  沖縄県企画部企画調整課 

発行者  株式会社サーベイリサーチセンター 

 


